
龍馬情報ビジネス＆フード専門学校ＧＰＡ制度に関する規定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、龍馬情報ビジネス＆フード専門学校におけるグレード・ポイント・アベ

レージ（履修科目の成績の平均値。以下「ＧＰＡ」という。）制度による評価について必要

な事項を定め、透明性のある成績評価を通じて、学生の学習意欲を喚起するとともに教員の

きめ細やかな履修指導を推進し、教育の質の向上を図ることを目的とする。 

 

（評価等） 

第２条 学生が履修した授業科目の成績の評価及びグレード・ポイント（評価により与えられ

る数値。以下「ＧＰ」という。）は、下記の表のとおりとする。 

【表】 

評価 得点 ＧＰ 

Ａ 基準を超えて優秀である 80点以上 3 

Ｂ 基準に十分達している 70～79点 2 

Ｃ 単位を認める最低限の基準に達している 60～69点 1 

Ｄ 基準を下回っている（不合格） 59点以下 0 

 

２ 前項の規定にかかわらず、再試験により取得した評価は成績（得点）の結果にかかわらず

「C」評価としＧＰの値は「１」とする。 

学生が他大学等で履修した授業科目等（以下「他大学等履修科目」という。） 

について、本学における履修とみなし単位を与える場合は、ＧＰＡの算出科目の対象とはし

ない。ただし、校長が必要と認める場合は、他大学等履修科目について、前項の規定に基づ

く成績の評価を行うことができるものとする。 

 

（ＧＰＡの算出） 

第３条 ＧＰＡは、次の式により計算するものとし、その数に小数点以下第二位未満の端数が

あるときは、小数点以下第三位の値を四捨五入するものとする。 

 

       （ＧＰ×時間数）の総和 

履修科目の総時間数 

 

（対象授業科目等） 

第４条 本学の各専門課程で開講する全ての授業科目をＧＰＡの対象授業科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる授業科目に該当する場合は、ＧＰＡの対象外

とする 

(1) 合否等により判定する授業科目 

(2) 学校長がＧＰＡ算出除外科目として定める授業科目 

 

（雑則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、ＧＰＡに関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行する。  

（式１）ＧＰＡ＝ 



GPA 算出の具体例 

１．ＧＰＡ制度に関する規定の第２条の【表】を適用し科目別ＧＰの算出表<表１>を作成 

<表１>科目別ＧＰ算出表 時間数：30 時間の場合 
 

 

 

 

. 

 

 

 

 

 

 

２．ＧＰＡ制度に関する規定の第３条の（式１）を適用しＧＰＡ算出表<表 2>を作成 

<表２>GPA 算出表 

NO. 氏名 
総時 

間数 
科目１ 科目２ 科目３ 科目４ 科目５ 科目６ ・・. 科目 N GPA 

1 学生 1 900 120 240 360 240 300 120 ・・ 480 2.25 

2 学生 2 900 90 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.36 

3 学生 3 900 90 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.21 

4 学生 4 900 120 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.05 

5 学生 5 900 30 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 1.95 

6 学生 6 900 120 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.65 

7 学生 7 900 90 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.52 

8 学生 8 900 60 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.89 

9 学生 9 900 120 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.48 

10 学生 10 900 120 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 2.62 

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 

 

３．学生の成績分布状態の把握と下位４分の１の範囲を示すグラフ等の表示 

<表３> ①<表 2>をもとに GPA の高い順に並べ替えを行う  

 

NO. 氏名 得点 評価 GP ﾎﾟｲﾝﾄ 

1 学生 1 86 A 3 90 

2 学生 2 72 B 2 60 

3 学生 3 75 B 2 60 

4 学生 4 83 A 3 90 

5 学生 5 55 D 0 0 

6 学生 6 82 A 3 90 

7 学生 7 71 B 2 60 

8 学生 8 63 C 1 30 

9 学生 9 90 A 3 90 

10 学生 10 81 A 3 90 

： ： ： ： ： ： 

順位 氏名： GPA 

： ： ： 

30 学生 17 2.17 

31 学生 36 2.15 

32 学生 18 2.09 

33 学生 25 2.08 

34 学生 4 2.05 

35 学生 23 2.05 

36 学生 30 2.04 

37 学生 22 1.96 

38 学生 5 1.95 

39 学生 14 1.88 

40 学生 37 1.86 

← 第１四分位数 

下位４分の１ 

②四分位法を適用し下位４分の１の数値を求める 

例） EXCEL 関数を適用し第１四分位数を求める 

  =QUARTILE($C$6:$C$45,1) 

    ↓ 

結果 ： 第１四分位数は、2.17 

③第１四分位数の値をもとに下位4分１の学生の範囲を把握する 

 



④<表３>をもとにＧＰＡの分布状態をグラフ化し、学生の学修成果のバラつき状態を把握 

<グラフ１> 

 

y = -0.0304x + 3.0971

R² = 0.9869
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グラフの勾配で分布状態を把握

＊勾配が大きい ⇒ 学修成果のバラつきが大きい

＊勾配が小さい ⇒ 学修成果が平準化されている

下位４分の１のライン


